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1.緒言

シトクロムP-ll-'tlはーろテロ1ドホルモニJ'l=.合成

や多くの薬物代謝を頼っていることから､それらの
′ト坪機能に関連した疾病の診断用センサI-や百雷

薬物の解毒等へのl二学的応川が期待されている｡

我々はすでに高潰度のlL一打,日　をホI)ヒロ　1して

1TO電極上の固定化し､ I.電戸を供与することで清作

発現できることをT,=L出Lている∩　これを少【1-.;の1､-

Hr,Uでしかも感度を向卜できかば実川化にJこきく

前進できるnそこで､本研究では/l=_体内における電

子伝達系を参考にして､アドレ/ドキユニ(.,u)I)

を上しjl)Hとシンクロさせ､ lLlr7日の電極清111三を高

めることを目指Lている, f沖叫は11117,日へ電f'-杏

束デ1･エーートする仁で巾要な▲＼りⅩ自身の璃極軌L;

について報告する亡.

2.実験方法

.`＼1)lTの電極反応はすべてサイクリ-Jクボルタン

*トリ-一一((､＼')を川いて測定Lた亡Jl･:JTl電極にIT()､

対極にrlT乳　参掛･Ti極にSf:Eの二王′.捌病系を用い､

IOnlMTris｣ICl毎177.2)緩衝浦中で測定した.測
IiLLl時の.lt)X濃度は1fト2日/( ＼1とし.添加Lたポ

リリシン(M.W∴日日川ト700川1)およびポリアリル

アミニp(ill.W. 7.Lr,川)-11川)け=まともにr'/1 Mとした｡

尚､得られた(:V IHl縁はすべて1,ll)X非存在卜のデ

ー一夕を差し引いて示した｡.

3.結果と考察

Itl)X溶池はrn)電極とも全反応しなかったo　こ

れはおそらく^7状の等J竜点が1であるため11て)衣

面の鉦電荷と静哉反発したものと思われる｡そこで､

lTO表面をγミJ]7ロヒlL卜日工トキシミノランで

処稚LてiT.電荷を導入したが, .＼DXの明瞭な酸化

還元応答は見らかなかったCこれは静電反発を抑え

られても､ニラニ処理したことで電極表面に吸着変

性してしまった叶能性がある｢.そこで､電極との静

電反発を抑えるだけでなく､吸音変illl'も抑制できる

ものとして, lil,已;溶液にホリりシニノおよびポリアリ

1Lアミンといったホ1)カキオ二　を添)州したoその結

果､ポりリシン添加時では､ -0.日.'i Vに還17tの､一

日.2.T'Vに酸化のそれぞれ明瞭なヒ一一ウが得られた

HJig.1)a Lかし､ヒ､一一クセバレーーションが大きく､

しかも酸化ピーークが還Jtピ･--ウよりも小さい準可

逆的な応答であったo　これに対し､ポリアリルアミ

ン添州侍では171'2Vに還i己ヒ-ク､ -H.川Uに酸

化ピーバクが得られ､電極と輔三郎勺に電子の授受がな

されることが示された(r短.2)o　これらのポリカチ

オンによる差異が何に起因しているのかは不明だ

が､現在､ '7JLT･量の異なるものを川いて同様の測定

を行1ている｡また､ .u)Xとの潰度比を変えた実

験も測定rllであるoさらに､この系を用いて.P一一Lrj日

との分子シンクロ効果を検討していく予定である｡

･_ 1∵　+･H･.･I･JLE.,

'　川　J　川　tHLll tlラel　州1 '･.1　州

H L1-いノ

]'uLt･HLiェII / ～

Fig. 1 Cvclic vottammogI'alll ｡fl･,tdt.en｡do.YjH

solutioll in the presence orpoly-L-Lvs,

i-/･1一!u･.I-.LllJj

､　■川.川　…　…　巨【　…　…　‖川

H･い＼/

l'(Ilti]lli;ll ; ～

Fig･ 2 tlvcJic vo11mⅢ-10g1-Llm Oradl･en｡doxin

solution ill the pf･eSenCe OrPOtVilllヽ･1L1111jne･

111


